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概要
本発表では，JST RISTEX「デジタルソーシャルトラ
スト」プログラムで進めてきた研究プロジェクトの背
景と全体像を説明する．ここでは情報空間における信
頼の揺らぎや社会的分断を，個人の認知過程，情報環
境，地域社会の制度や実践の相互作用として捉える．
そのうえで，ローカルなエコーチェンバーのメカニズ
ムを把握し，ステアリングを目指す．
キーワード：ローカルエコーチェンバー (local echo
chamber), 信頼 (trust), ローカル SNS (local social
networking service),認知科学的介入 (cognitive inter-
vention)

1. はじめに
ソーシャルメディアの普及は，多様な他者との接触
を容易にした一方で，類似した信念や態度が集団内部
で反響的に増幅されるエコーチェンバーを生み出し
た．従来研究では，主として大規模かつ匿名性の高い
プラットフォームを対象に，選択的接触や確証バイア
ス，あるいは情報フィルタなどの形成要因が検討され
てきた．
しかし，サイバー空間における情報流通は，現実の
社会関係から独立しているわけではない．人々は地
域，大学，職場，友人関係などのなかで，対面会話や口
コミを通じた情報交換を行っている．このようなフィ
ジカル空間における情報循環がどのようにサイバー
空間と接続し，信念の共有や信頼形成に影響するのか
は，十分に検討されてこなかった．
本研究プロジェクトでは，上記の問題を検討するた
めに，エコーチェンバーの局所性を強調した「ローカ
ルエコーチェンバー」という概念を用いてきた．ここ
でいうローカルエコーチェンバーは，オンライン・オ
フラインを問わず，局所的な社会関係のなかで特定

の信念や認識が共有・強化され，ときに強い帰属意識
を伴う信念構造を指す．これは，個人のアイデンティ
ティ形成や集団内の連帯を支える一方で，外部との断
絶や異質な視点の排除をもたらす可能性がある．した
がって，ローカルエコーチェンバーは，単に解消する
のではなく，望ましい機能を保ちながら過度な閉鎖性
を調整するステアリングの対象として捉える必要が
ある．
本研究では，そのステアリングを，サイバー空間と
フィジカル空間の接合という観点から検討する．フィ
ジカル空間では，情報を自身の経験や対人関係を通じ
て検証できる一方，局所的な信頼関係が特定の認識を
固定化することがある．オンライン空間では，多様な
他者との接触が可能である一方，真偽の判断が困難な
情報と接触することとなる．両者の特性を組み合わせ
ることで，信頼を維持しながら，外部に開かれた情報
環境を構成できる可能性がある．
このようなビジョンのもと，本プロジェクトではこ
れまで，陰謀論に代表される閉鎖的コミュニティの問
題や，認知科学的知見を実際の制度設計へ接続するこ
との困難さを認知科学会の場で議論してきた (遠山他,
2025)．本年度はプロジェクトの最終段階として，地
域社会においてローカルエコーチェンバーのステアリ
ングを実装するための議論を発展させる．本稿では，
そのための基礎資料として，これまでに実施してきた
記号的コミュニケーションのマイクロワールド実験
と，大学コミュニティ向けローカルソーシャルメディ
ア「パンプラージュ」に関する研究を示し，プロジェ
クト全体の研究構想と各研究の位置づけを示す．

2. 信頼形成と接地性
具体的な研究を紹介する前に，本プロジェクトの成
果を地域社会に発展させるための重要概念である「信



頼」および「接地性」の関係を整理する．
信頼形成は，情報内容の正しさだけでなく，誰が発
信したのか，どのような関係のなかで共有されたのか，
自身の経験と照合できるのかに左右される．対面場面
では，視線，表情，身体動作などが相互理解と共通基
盤の形成を支える．オンライン環境ではこれらの手が
かりが制限されるが，継続的な応答や共有された文脈
を通して，相手の意図や理解可能性が推定される．
本研究では，このようなコミュニケーションにおけ
る信頼の形成要因を，接地性の観点から検討する．接
地 (grounding)は，他者との前提知識の共有 (common
grounding)あるいは地域への接地 (symbol grounding)
の二重の経路を持つ．接地性の高い環境では情報の検
証可能性が高まり，信頼が形成されやすい．その一方
で，日常的な接触と反復的な情報共有が局所的な信念
を補強し，異なる観点を排除する可能性もある．
以上から，ローカルエコーチェンバーは，情報の閉
鎖性だけでなく，接地された相互作用による局所的信
頼の安定化として理解できる．以下では，個人間の最
小限の相互作用を起点としつつ，サイバー／フィジカ
ル空間を横断する地域的情報循環へと対象を拡張し，
信頼形成と認識の収束を検討する．

3. 記号的コミュニケーションのマイクロ
ワールド実験

3.1 目的
一つ目の研究課題は，共通の環境での協調の繰り返
しにより生じる意見や態度の局所化（ローカルエコー
チェンバー）を，マイクロワールド実験により検討す
るものである．現実環境をそのまま対象とするのでは
なく，現実環境を抽象化するマイクロワールドを検討
の場とすることで，要因の分離や実験の短時間化が可
能となる．特に本研究では第 1 著者が過去に実施し
た実験記号論に基づく課題を利用した ((森田他, 2018;
Inoue & Morita, 2021)．この実験は，局所的な環境で
の協調の繰り返しがコミュニケーションの円滑化を
導き，信頼に至る関係を示すものである．本節では，
この未発表実験データの概要を示し，記号的コミュニ
ケーションにおける信頼形成の基本メカニズムを検討
する．
3.2 方法
実験はペアで実施された．参加者は複数の部屋から
構成される単純なマイクロワールド内で行動し，隣接
した部屋のみを視認できた．図 1にその環境を示す．
実験中の各ラウンドにおいて，参加者は，無意味
図形を用いて相手にメッセージを送ることができた．

図 1 マイクロワールド実験に利用したゲーム．

メッセージにあらかじめ定められた意味はなく，参加
者は繰り返しの相互作用を通じて，図形と行為や場所
との対応を形成する必要があった．実験は以下の三つ
のゲームから構成された．ゲーム 1 は待ち合わせ課
題であり，二者が同じ場所に到達した場合に得点を得
た．ゲーム 2は協調を介した報酬探索課題であり，二
者が同時に報酬を取得した場合のみ得点を得た．ゲー
ム 3 は，ゲーム 2 の条件に加えて，単独で報酬を取
得した場合にも得点が加算される課題であった．この
条件では，協調に加えて裏切りや利己的行動が可能と
なる．
実験後，参加者はコミュニケーションの良さ，自己
が相手をどの程度理解していたか，相手が自己をど
の程度理解していたと思うか，相手への信頼を 5 段
階で評定した．これらの評定値を用いて，相手への信
頼を目的変数とする順序ロジスティック回帰分析を
行った．
3.3 結果
実験後アンケートの分析では，時間に応じてコミュ
ニケーションの良さ，理解度，信頼度が向上する傾向
が観察された（図 2）．また，自己が相手を理解してい
るという評定と，相手が自己を理解しているという推
定は概ね対応していた．これは，記号的な相互作用の
みを用いる環境においても，参加者が相互理解の成立
を推定し，その推定に基づいて信頼を形成していたこ
とを示唆する．
順序ロジスティック回帰分析の結果を表 1 に示す．



表 1 相手への信頼を目的変数とした順序ロジスティ
ック回帰

説明変数 ゲーム 1 ゲーム 2 ゲーム 3

コミュニケーション評価 0.61∗ 1.39∗∗ 2.06∗∗
自己の相手への理解 1.08∗∗ 0.04 0.74∗
相手の自己への理解推定 0.05 0.39 0.03

対数尤度 -78.11 -71.84 -40.17
AIC 170.20 157.70 94.34
∗𝑝 < .05, ∗∗𝑝 < .01．係数は暫定値．

図 2 マイクロワールド実験における理解度，信頼度，
コミュニケーション評価の分布．各点は参加者の素
点，黒点とエラーバーは平均値と標準誤差を示す．

ゲーム 1では，コミュニケーション評価が相手への信
頼を有意に予測した（係数 0.61, 𝑝 < .05）．ゲーム 2
では，コミュニケーション評価の効果がさらに強く見
られた（係数 1.39, 𝑝 < .01）．ゲーム 3では，コミュ
ニケーション評価（係数 2.06, 𝑝 < .01）に加えて，自
己の相手への理解（係数 0.74, 𝑝 < .05）が信頼を有意
に予測した．ゲーム 3は，単独で報酬を獲得できるた
め裏切りが可能な条件である．この条件において，理
解に関する評定が信頼に関与したことは，たとえ相手
の行動が拘束されていない状況であっても，課題の進
展に伴うコミュニケーションの形成が信頼の重要な寄
与要因となることを示唆する．
3.4 小括
この結果は，信頼形成の重要な要因がコミュニケー
ションの成立（共通言語の成立）であることをを示唆
している．たとえ相互作用が極めて抽象的かつ限定
的なものであっても，参加者が相手とのコミュニケー
ションが成立していると感じることで，情報が接地
され，信頼が生じる．さらに，裏切りが可能な状況で
あっても，相互理解の推定が信頼形成により強く関わ
る可能性が示された．この知見は，オンライン空間に
おけるエコーチェンバー形成の基盤を考える上でも示
唆的である．

4. 接地されたメディアとしてのパンプラー
ジュ

4.1 パンプラージュの概要
前章で示したマイクロワールド実験は，限定された
記号的相互作用のなかでも，接地性と信頼形成が成立
しうることを示した．しかし現実のオンラインコミュ
ニケーションは，完全に抽象化された環境ではなく，
しばしば現実世界の人間関係や生活経験と結びついて
いる．このような，オンライン上の相互作用が物理的
な社会関係に接続された環境を理解するため，著者ら
は大学コミュニティを対象としたローカルソーシャル
メディア「パンプラージュ」の実践を行ってきた．
パンプラージュは，特定の地域・組織コミュニティ
内部での利用を想定したソーシャルネットワークサー
ビスであり，本研究では大学コミュニティを対象とし
て運用された．参加者は同じ大学に所属しており，オ
ンライン上では半匿名的にコミュニケーションを行う
一方，現実空間では互いに接触可能な関係にある．こ
の構造は，グローバルなソーシャルメディアとは大き
く異なる．一般的なソーシャルメディアでは，情報の
送り手と受け手の社会的距離が大きく，情報の真偽や
背景を現実世界で検証することは難しい．他方，パン
プラージュでは，投稿が実際の大学生活と整合してい
るか，誰かが実際に経験したことかといった検証が可
能である．
この意味で，パンプラージュは単なるオンラインコ
ミュニケーション空間ではなく，オンラインとオフラ
インが二重に接続された局所環境の具体例といえる．
参加者は，投稿を読む際，単にテキスト情報を受け取
るだけでなく，その背後に「同じ大学にいる誰か」を
推定している．こうした推定は，オンライン上の匿名
性を維持しながらも，接地性や信頼形成を支える認知
的基盤となる．
4.2 実践後のアンケート
パンプラージュを大学生に利用させた後のアンケー
トデータでは，パンプラージュおよび他のメディアに
対する信頼を評価させた．さらに，信頼に寄与する変
数として情報源への距離を想定し，それぞれのメディ
アにおいて掲載される地域の話題と全国的な話題に対
する信頼評価を比較した．
図 3 に示す結果より，パンプラージュが他の SNS
に対して高い信頼を獲得したことは確認されなかった
ものの，いずれのメディアにおいても，地域に接地し
た情報の方が，全国規模の情報より高い信頼を示す傾
向が確認された．この結果は，情報の接地性が信頼形
成に寄与していることを示唆する．参加者にとって，



図 3 後期調査における地域情報と全国情報の信頼比較．エラーバーは標準誤差を示す．

大学コミュニティに関する情報は，自らの生活経験や
周囲の観察と照合可能である．そのため，情報の内容
そのものだけでなく，現実に検証できるという感覚が
信頼を支えていると考えられる．
また，アンケート結果の内容に基づく分析から，パ
ンプラージュに関する話題が，オンライン上だけで
なく，友人とのオフライン会話を通じても共有され
ていたことが確認された (Yuhashi et al., 2026)．パン
プラージュの情報は，ソーシャルメディア上の投稿と
して存在するだけではなく，現実のコミュニケーショ
ンを通じて再循環し，別のチャネルから再び認知され
る．このような多重的な情報循環こそが，ローカルエ
コーチェンバーの特徴である．

5. まとめ
本稿では，ローカルエコーチェンバーを，サイバー
空間とフィジカル空間が接続された小規模コミュニ
ティにおいて，信頼と接地された情報循環を基盤とし
て局所的な認識が増幅・安定化する現象として整理し
た．マイクロワールド実験は，相互理解の推定が信頼
を成立させることを示し，パンプラージュの実践は，
情報の接地性とオンライン／オフラインの循環が信頼
と局所的共有を同時に強めることを示した．
ローカルエコーチェンバーのステアリングとは，外
部から正解を与えて集団の信念を一方向に変更する
ことではない．局所的な信頼や相互扶助が持つ肯定的
機能を維持しつつ，過度な意味的収束や閉鎖性を検出
し，異なる経験や視点との接続可能性を回復すること
である．その調整の仕組みを検討するためには，基礎
研究に基づくローカルエコーチェンバーのダイナミク
スの理解，および状況に応じた継続的な介入の仕組み
が必要である．
本セッションで報告する各研究は，この課題を異な
る水準から扱う．個人の認知過程を扱う実験・モデル

研究は，信頼と同調が生じる条件を明らかにする．パ
ンプラージュを対象としたシミュレーション研究は，
オンライン介入が現実の制度や対人関係のなかでどの
ように受容されるかを検討する．さらにはオンライン
とオフラインの往還を体験させるリテラシー教育のプ
ログラムを検討する．これら基礎研究を遂行しつつ，
現実的な社会実装の道筋を検討することで，ローカル
エコーチェンバーを信頼と地域的つながりを活かすし
ながら開放性を保つための認知科学的な設計基盤とす
ることが可能になる．
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